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パ

ダ才
産
業
の
研
究
と
人
材
育
成
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
長
浜
バ
イ
オ
大
は
国
家
レ
ベ
ル
で
産
業
連
携
を
進
め
る
中

国
の
北
京
大
や
清
華
大
と
の
共
同
研
究
を
模
索
し
つ
つ、

A邑守口y

一
方
で
は
地
元
産
業
の
ニ
l
ズ
に
応
じ
た
研
究
も
始
め、

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
育
成
や
地
元
産
業
の
発
展
を
担
う
つ
も
り
だ。

ヘυ！

お
り、
大
学
志
願
者
層
の
関
心
も
か
な
り
高
い
よ
う
だ。
（『
京
都
新
聞」
ω
年
8
月
却
日
付、
羽
田
付
に
よ
る）

特
に
県
内
で
要
望
の
強
い
環
境
改
善
や
水
産、
農
業
分
野
で
新
技
術
の
開
発
な
ど、
産
官
学
の
連
携
に
動
い
て

（ミνfV\ 

「
時
流
に
乗
っ
た」
「
す
き
間
を
ア
タ
ッ
ク
す
る」
は、
既
存
の
大
学
の
機
動
性
の
弱
さ
に
対
応
す
る
新
設
大
の

利
点
で
あ
る。
だ
が、
そ
れ
で
成
功
す
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
ほ
ど
η
大
学
世
界
の
危
機H
は、
と
り
わ
け
平
成

の
新
設
大
学
ほ
ど
深
刻
度
を
増
し
続
け
て
い
る
こ
と
を
当
事
者
も
そ
れ
を
支
援
す
る
地
域
社
会
（
と
り
わ
け
地
方

自
治
体）
も、
し
っ
か
り
と
認
識
し
て
責
任
あ
る
悔
い
を
残
さ
な
い
行
動
を
と
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い。

簡
単
な
言
葉
で
は
っ
き
り
言
え
ば
「
有
名
大
学
を
志
向
す
る
自
分
の
子
供
に
対
し
親
と
し
て
w
自
信
と
責
任u

を
持
っ
て
勧
め
ら
れ
る
新
し
い
大
学
の
η
大
学
造
りH
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る」。
「
す
き
間
理
論
と

専
門
性・
機
動
性」
を
過
信
す
る
の
は
失
敗
の
元
で
あ
る。
し
か
し、
こ
の
「
す
き
間
理
論」
「
専
門
性」
「
機
動

性」
の
追
求
は、
大
学
と
り
わ
け
弱
小
私
大
に
と
っ
て
は
n
存
立
の
生
命
線“
で
あ
る。

回
川例
年 、

秋
田
に
開
設
の

国
際
教
養
大
学
の
す
ば
ら
し
さ
と
足
許
の
厳
し
さ

大
学
新
設
に
は
す
ば
ら
し
い
夢
が
あ
る。
こ
の
す
ば
ら
し
い
夢
が
少
子
化
と
い
う
厳
し
い
時
代
環
境
の
中
で
花

r-
· 

咲
く
か
否
か
を
冷
静
に
判
断
す
る
こ
と
も
今
求
め
ら
れ
て
い
る。

す
ば
ら
し
い
夢
を
持
つ
大
学
新
設
の
典
型
事
例
が
秋
田
県
の
「
国
際
教
養
大
学」
の
構
想
で
あ
る。
二
O
O
四

年
春
開
校
を
目
標
と
し
た
同
大
学
の
す
ば
ら
し
い
夢
を、
日
本
経
済
新
聞
の
「
大
学
が
変
わ
る」
の
特
集
「
ω
年

日
月
お
日
付）
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る。

5草 案力皮ランキング時代に弱い私立大学が生きる道

「
ム一
学
年一
O
O
人
の
少
人
数
教
育、
ム
専
任
教
員
は
三
五
1
四
O
人、
ム一
年
生
は
全
員
寮
生
活、
ム
三
年

ム
教
員
の
半
数
以
上
が
外
国
人、
ム
授
業
は
す
べ
て
英
語、
ム
米
国
の
学
位
も
取
得
可
能

生
は
海
外
留
学
義
務、

ー！
日
本
の
大
学
イ
メ
ー
ジ
を
覆
す
よ
う
な
大
学
設
置
計
画
が
秋
田
県
で
進
ん
で
い
る。

校
名
も
「
国
際
教
養
大
学」
と
決
ま
り、
二
O
O
四
年
開
校
を
目
指
し
て
教
員
選
考
の
真
つ
最
中
だ。
今
春
閉

校
す
る
ミ
ネ
ソ
タ
州
立
大
学
機
構
の
施
設
を
継
承、
米
国
流
の
教
育
シ
ス
テ
ム
を
徹
底
的
に
取
り
入
れ
て、
国
際

化
社
会
に
適
応
し
た
人
材
教
育
を
目
指
す
と
い
う。』

構
想
が
浮
上
し
た
の
は
三
年
前、
議
会
の
中
で
も
反
対
の
声
が
あ
っ
た
が、
「
責
任
は
俺
が
と
る」
と
い
う
寺

田
典
域
知
事
の
熱
意
で
急
ピ
ッ
チ
に
話
が
進
ん
だ
と
い
う
こ
と
だ。

初
代
学
長
に
は
中
嶋
嶺
雄
前
東
京
外
語
大
学
長
が
就
任
の
予
定
だ。
中
嶋
前
学
長
も
「
硬
直
的
な
国
立
大
で
は

果
た
せ
な
か
っ
た
夢
を
新
し
い
大
学
で一
か
ら
描
こ
う
と
意
欲
満
々
だ」
（
前
掲
紙）
と
い
う。

一
八
歳
人
口
の
急
減
の
中
で
「
日
本
経
済
新
聞」
も
指
摘
す
る
よ
う
に
二
O
O
二
年
入
試
で
は
私
立
大
学
の
二

八・
五
%
が
「
定
員
割
れ」、
O
九
年
に
は
入
学
定
員
U
進
学
希
望
者
の
「
大
学
全
入
時
代」
に
入
る。
O
三
年
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公
立一
校、
私
立一
四
校
が
設
立
さ
れ、
日
本
の
大
学
数
は
六
九
三
校
と
な
る。
減
る
の
は、
国
立
大
の
再
編・

統
合
だ
け
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る。

少
子
化
に
も
か
か
わ
ら
ず、
大
学
の
新
設
が
相
つ
い
で
い
る
の
は、
設
置
認
可
の
規
制
か
ら
「
新
設
認
可
の
規

制
緩
和」
「
第
三
者
評
価
の
義
務
づ
け
（
事
後
チ
ェ
ッ
ク
ご
に、
文
科
省
の
大
学
政
策
が
大
き
く
転
換
し
た
か
ら

だ。
全
入
時
代
は
O
九
年
よ
り
確
実
に一
年
は
早
く
な
る。
こ
の
現
状
の
中
で、
新
設
大
学
が
定
員
を
確
保
で
き

る
か
否
か
は
き
わ
め
て
疑
問
で
あ
る。

勿
論、
「
国
際
教
養
大
学」
の
教
育
条
件
は
じ
つ
に
優
れ
て
い
る。
教
育
評
価
の
点
か
ら
み
る
と、

ー、
専
任
教
員一
人
当
り
の
学
生
数
は一
O
人
1一
一
・
四
人
で、
私
立
の
教
養
大
学
の
お
手
本
で
あ
る
国
際

基
督
教
大
の一
九・
五
人
（
い
ず
れ
も
学
生
定
員）
よ
り
二
倍
近
く
手
厚
い
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
度
で
あ
る。
評
価

は一
O
占…

2、
国
際
性
に
つ
い
て
み
て
も、
講
義
は
す
べ
て
英
語
で
行
い、
教
員
の
半
数
以
上
が
外
国
人
で、
し
か
も
三

年
次
海
外
留
学
を
義
務
づ
け
て
い
る。
こ
の
評
価
も一
O
点

3、
H
教
育
ト
ッ
プ
mu
の
視
点
か
ら
み
る
と、
ア
メ
リ
カ
流
の
教
育
シ
ス
テ
ム
を
徹
底
し
て
取
り
入
れ
る
と

い
う
文
科
省
の
お
気
入
り
の
教
育
で
こ
れ
も
評
価
は一
O
点

あ
と
の
条
件
は
未
知
数
だ
が、
文
科
省
の
教
育
評
価
の
点
で
は
ト
ッ
プ
級
を
狙
え
る
こ
と
は
確
実
な
よ
う
だ。

だ
が、
こ
の
評
価
予
想
だ
け
で
実
際
に
所
要
の
質
の
学
生
を
定
員
通
り
確
保
で
き
る
だ
ろ
う
か。
日
本
経
済
新
聞
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の
特
集
（
ω
年
日
月
お
日
付）
は
大
手
予
備
校
の
担
当
者
の
こ
の
疑
問
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る。

「
新
設
校
の
多
く
は
学
生
募
集
で
苦
労
し
て
い
る。
ど
ん
な
に
教
員
や
中
味
が
素
晴
ら
し
く
て
も、
秋
田
で
学
生

を
集
め
ら
れ
る
か
と
い
う
と
厳
し
い
面
も
あ
る
の
で
は」。
定
員
が一
O
O
人
と
い
う
超
小
規
模
校
な
の
で、
「
定

員
確
保」
の
可
能
性
は
他
の
新
設
大
学
に
比
べ
る
と
有
利
で
あ
る。
だ
が
そ
れ
だ
け
に
財
政
面
で
は
困
難
性
が
つ

え」
Jzf晶
と、っ。

失ノJ反フンキJク時代に耳目し、松立大学がさときる道

こ
の
厳
し
い
面
の一
番
重
要
な
問
題
が
学
費
で
あ
る。
「
教
養
大
学」
の
お
手
本
で
あ
る
国
際
基
督
教
大
の
学

費
は、
初
年
度
納
入
金一
五
七・
八
万
円
（
入
学
金
三
O
万
円、
授
業
料一
二
七・
八
万
円）
で
あ
る。
こ
の
国

際
基
督
教
大
の
学
費
か
ら
「
国
際
教
養
大」
の
学
費
を
見
積
も
る
と、
入
学
金
は
同
じ
と
し
て
も、
授
業
料
は
定

員一
O
O
人
の
超
小
規
模
校
な
の
で一一一
六・
七
万
円
1
二
四
九・
二
万
円、
し
た
が
っ
て、
初
年
度
納
入
金
は

二
四
六・
七
万
1
二
七
九・
二
万
円
が
必
要
で
あ
る。
こ
の
高
学
費
問
題
を
い
か
に
ク
リ
ア
ー
す
る
か
は、
設
立

前
に
解
決
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る。
そ
う
し
な
い
と
完
成
年
度
以
降
自
治
体
の
お
荷
物
と
な

る。
こ
の
点
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
だ
ろ、
っ
か。
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